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Ⅰ　基本情報

名称

開設時期

札幌市藤野地区センター

延床面積

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 南区市民部地域振興課（582-4723）

平成元年４月１日 １，５２４．３０㎡

札幌市南区藤野２条７丁目２番１号

１　施設の概要

所在地

施設数：１施設

業務の範囲

ホール（アリーナ）、集会室（２室）、和室、実習室、娯楽室(２室）、図書室　等

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営されるこ
とにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管理運営
を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築かれ、社会地域
における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与することも期待され
る。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設立された団体及び当該設立さ
れた団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地
縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理
運営を行わせるために非公募としたもの。

２　指定管理者

募集方法

非公募

主要施設

名称

指定単位

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もつて地域住民の福祉の増進に寄
与する。

施設数：１施設

札幌市藤野地区センター運営委員会

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進その他必要な
事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

平成３０年４月１日～令和５年３月３１日

目的

事業概要

複数施設を一括指定の場合、その理由：

(1)　統括管理業務
(2)　施設・設備等の維持管理に関する業務
(3)　事業の計画及び実施に関する業務
(4)　施設の利用等に関する業務
(5)　前各号に掲げる業務に付随する業務

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定期間

３　評価単位
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Ⅱ　平成３０年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽

運営を行う。

（2）施設の効用を最大限に発揮する。

（3）まちづくり人材育成やまちづくり活動の助長を推進
していく。

（4）サービス水準の維持向上に努め、継続的なサー
ビスの提供を行う。

▼　平成３０年度の職場内外での研修は、外部で研修
する機会があれば積極的に参加するなど、接遇、ＡＥ
Ｄ取扱、環境保全、法令実務、経理の各項目について
概ね計画どおり実施できた。このうち館長が防火管理
者研修を受講したほか、事務職員は経理研修を、図
書職員は生涯学習センター主催の研修などを受講し
た。

・省エネ、省資源など環境
への配慮は、施設の目標と
して取り組んでおり、職員の
環境意識を高めることがで
きている。また、利用者にも
呼びかけを行ってきた。

▼　札幌市からの節電要請に対し、夏季及び冬季に
おいて利用者への影響が少ない範囲で廊下や給湯室
の照明の間引きなどの節電を実施したほか、昼時間
や日差しの状況に応じた事務室の消灯など年間を通
じて節電に努めた。更に、夜間閉館時にはポンプの作
動を止めた。

▼　灯油については室内温度に応じた暖房の調整を
行い、エントランスのロードヒーティングを可能な限り
職員による除雪に切り替えるなど、利用者サービスの
低下を招かないよう配慮しつつ省エネ対策に努めた。
清掃に使用する洗剤は環境に配慮したものを使用し、
用品もグリーン購入ガイドに従ったものを使用した。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼地域住民による運営委員会の下に事務局を設置。
統括責任者（館長）、職務代理者（副館長）、図書司書
など必要な職員を配置している。

・職員研修は接遇、図書、
法務実務、環境、AED取扱
等幅広く実施し、知識や資
質の向上に役立てた。

（6）最少の経費で最大の効果を挙げていく。

（1）市民の福祉増進に努め公平な利用に供する管理

所管局の評価
指定管理者
の自己評価

・使用承認や利用時間に関
して条例等に基づいた管理
運営を行い、平等利用方針
に沿った業務を遂行でき
た。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▼　職員に対し、毎月エコオフィス行動表のチェックを
実施し、環境配慮の意識に努めた。

項　目

1　業務の要求水準達成度

▼「札幌市藤野地区センター平等利用確保の方針」に
基づき、施設の利用方法や利用者対応について平等
性を保つべく、ミーティング等で啓発を繰り返し行い業
務の執行にあたった。

・適切な管理運営を行うた
め、必要な組織整備や従事
者の確保や配置をして円滑
な運営ができた。

▼　下記の６項目を柱とした基本方針を策定している。
（１）統括管理
業務

・「管理運営の基本方針」は
施設運営の方向を示す指
標であり、職員全員が理解
した上で運営に携わり、平
成３０年度の業務を円滑に
遂行できた。

　適切に実施さ
れている。

（5）利用者の声を常に把握し、管理運営に反映させ
る。

実施状況

▽　管理運営に係る基本方針の策定

管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）
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▽

▽

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▼　職員ミーティングを毎週実施して情報を共有する
とともに、業務遂行をする上での注意点を周知するな
ど意識の向上に努めた。

・第三者委託については競
争原理を働かせることによ
り、節減に効果があった。

▼　職員がローテーション勤務のため、日々の引継事
項について休日や夜勤の職員交代時には、口頭や業
務日誌による連絡を滞りなく行うことができた。

・運営協議会は、指定管理
者である運営委員会が住民
組織の代表を多く包含して
いるため、委員以外の住民
組織と利用団体等で構成
し、会議では運営に関する
幅広いテーマでの意見交換
が行われた。なお、うち第２
回と第４回は指定管理者と
南区で意見・情報交換を
行った。

１．運営協議会の趣旨と協議の内容に
ついて
２．平成２９年度の利用状況について
３．平成３０年度の行事予定
４．利用者アンケートの実施結果

・業務チェクリストを通じて、
各職員の管理意識の向上
に役立った。

・組織内で常に情報を共有
することで、各業務について
の見直し、改善につなげる
ことができた。

第４回
３月13日

（水）

第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

▼　運営協議会の開催状況は下表のとおり

開催回

１．地域振興課からの連絡等
２．各施設運営の交流
３．その他情報交流

１．地域振興課からの連絡等
２．各施設運営の交流
３．その他情報交流

▼　利用者対応、平等利用等について業務チェックリ
ストを作成し、各職員が毎月１回、それぞれの対応を
振り返りながら自己評価を行っている。

藤野地区老人クラブ総務部長、藤野地区食生活改善
推進委員会会長、サークル代表、南区地域振興課
長、同課地域活動担当係長、同課担当職員、藤野地
区センター運営委員会会長、同委員会総務部長、同
委員会事務局長

協議・報告内容

▼　警備、定期清掃、受水槽清掃、エレベーター保
守、自動ドア保守、消防設備点検、電気工作物保守、
舞台装置保守、ボイラー保守、地下貯油槽点検、駐車
場除雪について第三者による委託を行った。

▼　除雪については駐車場内に溜まった雪山の状況
を観察しながら、適宜排雪の指示を行い、隣地に流れ
込まないように管理を行った。

＜協議会メンバー＞

１．講座事業について
２．図書室事業について
３．文化祭・３０週年記念事業について
４．平成３０年度の修繕・備品整備事業
について

・委託業務の執行にあたっ
ては、業者への指示、立会
い、履行の確認を適宜行
い、仕様書の水準を確保で
きた。

▼　行政関係機関、教育機関、地域住民組織など、８つ
の形態別に関係機関、団体を分類した関係機関一覧表
を前年度に続き、作成した。

第３回
２月20日

（水）

第２回
９月27日

（木）

第１回
７月19日

（木）

・文化祭などセンター主催
行事の際の案内などに活用
した。

・さまざまな立場から見方の
異なる意見が交わされた。
今回は施設の整備面に関し
て意見が交わされた。指定
管理者が今後の運営を進
める上で、貴重な会議と
なった。
今後の事業展開にぜひ生
かしていきたいと考えてい
る。
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・苦情処理については、処
理簿を整備してそのつど記
録し、区に報告するととも
に、ミーティング時に職員間
で情報を共有化するように
している。
・平成３０年度は、トラブルと
なるような苦情はなく、要望
に対しては可能な限り対応
した。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリン
グの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評
価の実施）

▼利用者アンケート結果については、グラフ等により
集約、分析し館内に掲示したほか、南区と運営協議会
に報告した。

▼　事業報告については、定められた様式に従って毎
月区の所管部に提出するとともに、札幌市の検査に
ついては関係書類を揃えて区所管部の財務及び業務
検査を受けた。

▼職員個々の自己評価として、業務チェックリストを作
成し、毎月３段階評価で自己チェックを実施した。（「管
理水準の維持向上に向けた取組」に記載のとおり）

▼　要望・苦情対応については、処理報告書を整備
し、職員間の情報共有を行うとともに、区の所管部に
連絡することになっている。３０年度は大きな苦情はな
かった。

▼平成３０年度も、各スポーツ大会についてのアン
ケートを行い、３１年度以降の行事開催への参考とし
た。

▽　要望・苦情対応

▼　冬期間に利用者から実習室が寒いとの声があり、
早目に暖房を入れたり、電気ストーブを貸した。業者
にパネルヒーターの全室点検してもらったところ、詰ま
りなどの異常はないとのことであった。

▼　資金、現金管理については、現金等取扱規程を
整備し、規程に基づき現金出納簿のほか、利用料出
納簿、小口現金出納簿、預り金出納簿、後納利用料
台帳でそれぞれ収入･支出の管理を行っている。また
現金については事務室金庫において施錠管理してお
り、入金があった場合は翌日までに金融機関に預け
入れを行った。

・現金取扱規程に基づき適
正管理に努めた。
・現金及び帳簿について
は、毎日複数の職員で
チェックを行い、事故なく管
理ができた。
・資金管理については内部
監査を従来から行っている
ほか、税理士、住民組織に
よる外部監査体制を整えた
ことで、専門性と透明性をよ
り一層高めることができて
いる。

・３０年度アンケートは文化
祭関連項目を含む一般アン
ケートと講座受講者アン
ケート・各種大会アンケート
を実施して489件の回答を
得た。
・指定管理者として提案した
主な取り組み項目について
は、毎年ごとにセルフチェッ
クをしていくこととしている
が、３０年度は概ね予定の
取組を消化できたと考えて
いる。
・事業報告などを各所管部
に提出するとともに、南区の
業務、財務検査には誠実に
対応した。

▼　資金の管理運営の適正を保つため、税理士等に
よる外部監査を導入し経理等の点検を行っている。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽

▼　就業規則に「無期転換ルール」を導入し、対象職
員からの申込により無期労働契約に転換した。

・館内の日常清掃に関して
は、利用者アンケートで良
好との評価をいただいた。

・駐車場の管理運営に関し
ても苦情はなく、公共交通
機関の利用の呼びかけや
駐車マナーの啓発が一定
の効果をあげている。

▼　雪の重みで通路のガラスにヒビが入ったため、重
さを緩和するためのコンパネを施している。

▼　アリーナ屋上の雨水排水口については、枯葉等
によるゴミ詰まり防止のため、定期清掃以外にも適宜
点検と清掃を行った。

▼　駐車場については、駐車スペースが狭いため、セ
ンター広報や館内貼紙を通じて、公共交通機関の利
用や、駐車マナーを繰り返し呼びかけた。

▼損害補償保険については、札幌市の仕様書に適合
したものに加入するとともに、各種スポーツ大会や講
座にも保険をかけた。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用関係維持向
上

（３）施設・設
備等の維持管
理業務

▼　１年に１回定期健康診断を実施した。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上へ
の配慮、連絡体制確保、保険加入）

▼　全ての労働者を労災保険に、条件を満たす労働
者を雇用保険に加入させた。
▼ 　職員の育児・介護休暇等に関する規則を定めて
いる。

・労働基準監督署からの行
政指導を受けなかった。

・労働関係法令の変更が
あった場合、終業規則に反
映させ、雇用環境を維持し
ていきたい。

・施設の維持管理の関する
業務については、利用者全
体に安全快適な施設を提供
することが基本であると考
えている。

・施設全体に設備、備品の
経年劣化が進んでいること
から、優先順位を決めて補
修等を行っているが、３０年
度は備品では、和室用カー
ペット、消火器、ｽｸﾘｰﾝ、ス
タンドミラー等を新規購入。
修繕ではトイレの換気扇、
給水ポンプ等の修理を行っ
た。

▼　ライフ・ワークバランスの推進に適切に実施した。

▼　時間外勤務や休日勤務をさせる場合は、労働基
準監督署に提出している３６協定に基づいた。

▼　利用者の安全については、冬季に玄関通路のガ
ラス屋根の両側から落雪の危険があるため、雪庇を
取り除くとともに適宜セーフティコーンを置いて安全を
確保した。

▼　全トイレの照明をセンサー化して、利用者の負担
を軽減した。

▼　拾遺物については、貴重品、現金は直ちに警察に
届け出ている。

▼　駐車場での通路駐車防止のため、駐車場や館内
に駐車マナーを訴える紙を掲示している。

▼職員全体の連絡網を整備している。

施設・整備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼　第三者委託により行っている、警備、清掃、除雪
や各種保守点検業務については、仕様書の水準を達
成するよう実施した。

▼　靴の脱着がしやすいよう、玄関２カ所に手すりを
設置している。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▼　施設で働くパート職員に対し、最低賃金835円（３０
年１０月１日）を上回る８４０円の時給を支給した。

　適切に実施さ
れている。

　施設・設備等の
維持管理につい
ては良好である。
　特に、経費削減
等によって生じた
余剰金を活用し、
利用者からの要
望の多い備品の
購入や修繕に積
極的に取り組ん
でいる点は大変
評価できる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・防災計画における職員の
役割は、原則的に消防計画
と同一にすることで混乱を
避けるとともに、防火、消防
訓練をまちづくりセンターと
の共同で実施した。

・まちづくり関連では、食育
に関する「親子料理教室」
や「ＡＥＤ救命講座」を実施
した。

・全体として５０％の受講率
となり理解度、満足度に関
しては、１００％の評価をい
ただいた。

・地域住民の交流を目的と
した事業は、全ての事業が
好評であった。文化祭につ
いては、参加型、体験型とと
もに地域住民の交流に重点
を置いたが、概ね達成でき
た。

▼防災計画を策定し、地区センター施設内に事務所
があるまちづくりセンターや警備委託会社、警察、隣
接施設を含む緊急事態発生時の情報伝達網を計画
の中に組み込み、職員に周知するとともに、南区への
届出を行った。

▼ ７月と２月に自衛消防訓練を兼ねて防災訓練を実
施した。とくに２月には積雪時に非常口から外に出た
後の避難経路を想定し、大規模災害時の避難誘導に
重点を置いた訓練を行った。

▽　防災

▼ 平成３０年度は第１回目のかけっこ講座に始まり、
イタリア語講座、シニアのためのスマホ講座など計１４
講座を実施した。募集定員３０３名に対し、１７０名が
参加し、５６％の受講率であった。

▼ 平成３０年１０月１３日、１４日の２日間にわたり定
期利用サークル団体による作品展示発表会を文化祭
の一環として実施した。合計１８サークルが参加し、約
３００人の来場者があった。

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

・３０年度の区民講座はか
けっこ講座、シニアのため
のスマホ講座、終活にむけ
ての講演会など１４講座を
実施した。ご近所先生企画
（ちえりあとの共同開催）に
よる初めてのイタリア語講
座も開催した。

（４）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

 ▼平成３０年１０月７日に定期利用サークル等による
ステージ発表会を文化祭の一環として実施した。１４
サークル・団体が参加し、約５００人の来場者があっ
た。

 ▼藤野地区センターは３０周年を迎えたことから、上
記ステージ発表のあとに記念コンサートを開催して、
引き続き地域住民に楽しんでもらった。

　適切に実施さ
れている。
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▽　施設開放事業（無料）に関する業務

▽　図書業務

・利用者の相互交流を目的
とした大会であるが、その
運営にあたっては利用者の
自主運営により実施してお
り、事業への利用者参画の
取り組みとして定着してい
る。

・見学会をきっかけに、子ど
もたちの図書室の利用や子
供サークルの加入が見込ま
れるので、今後も受け入れ
ていきたい。

・開放事業は利用者サービ
スの一環として空き室を活
用しているが、各種大会の
運営は開放事業利用者が
自主的に運営を行ってお
り、この中からコミュニティの
担い手となる人材を得てい
くこともねらいとしている。

▼  卓球をはじめ、６種目の各スポーツ、囲碁・将棋、
学生への勉強スペースとして空き部屋を開放してお
り、年間６４２回、６，９３８人が利用した。

▽　市民活動及び交流の支援業務

▼　子ども１日司書体験事業を５回実施し、１０人の参
加があった。

▼　テーマ展示は「熱中症予防」「家庭菜園」等の計２
８回実施した。

▼　映画会は１２回実施し、７８人の参加があった。

▼　読み聞かせの会は２２回実施、４８人の参加が
あった。

▼　年２回のお楽しみ会は夏１６人、冬１８人の参加が
あった。

▼　クリスマス会は１回実施、３２人の参加があった。

・他団体への支援・協力に
ついても内容を精査し、積
極的に実施していきたい。

・「読み聞かせ」、「お楽しみ
会」事業は地域のボランティ
ア団体と連携して実施した。
親子での参加も多く図書室
の利用促進に役立てた。

▼　平成３０年１０月２７日藤野地区社会福祉協議会
が実施した「ふれあい交流会」、平成３０年１１月１１日
藤野地区福祉のまち推進センターが実施した「ふじの
子育てサロンフェスタ」では、藤野地域のみならず、セ
ンター広報等で広域的にもＰＲして側面から支援・協
力を積極的に行った。

▼　卓球大会をはじめとする４スポーツ大会を実施し、
計１１１名の参加があった。各大会は、参加者による
自主運営で開催し、参加者もセンター利用者を中心に
南区各地域、区外からも幅広く参加があった。

▼　平成３０年度は、小学校の地区センター見学の利
用はなかった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　利用促進の取組

▼　センター広報の中で貸室の利用方法などの周知
を図るとともに、利用サークルの紹介も積極的に行
い、サークル支援に取り組んだ。

▼　センターでの町内会や老人クラブ、学校行事の際
に文化祭などセンター行事のPRチラシを配布してPR
を行った。

▼　３カ月先までの空き室情報を館内に掲示し、利用
者への情報提供を行った。

▼　ホームページによる空き室情報や、サークル情
報、使用方法などの情報提供を行った。

不承認　０件　取消し　１９件　減免　０件　還付　１２件

稼働率(％)

▽　不承認 、　取消し 、　減免 、　還付

48

H30計画

件数(件)

人数(人）

人数(人）

84

4659 ・営利利用は前年に続き増
えたが、時間の貸出が減少
した。今後とも時間貸しをＰ
Ｒして増やしていきたい。

57

H30実績

498

605

37

429

497

633

7079 7079

57

605

4143

1862

39669

50

453

3747

43

44,519

3747

娯楽室Ｂ 人数(人）

50

2059

稼働率(％)

件数(件)

合　計 人数(人） 444519

34

373

1593

35

1793

453 407

3599

2,059

884

人数(人）

41

4129 4368

43

2807

453

357

4129

43

48

2,760

48 48

娯楽室Ａ 人数(人）

453

35

稼働率(％)

件数(件)

実習室

和　室

件数(件) 498

件数(件)

集会室Ｂ

稼働率(％)

2807

稼働率(％)

人数(人）

稼働率(％)

4659

件数(件)

稼働率(％)

（５）施設利用
に関する業務

922

・利用促進のためのPRとし
て、センター広報の発行や
ホームページによる周知な
どを行ってきた結果、講座
などの行事のほか、印刷
サービスなどでもPR効果が
得られた。
・地区センターの大きなイベ
ントである文化祭について
は、近隣地域へプログラム
の全戸配布を実施してお
り、毎年大勢の観客が来場
し、出演サークルからも評
価を得られた。
・地域住民を対象とした音
楽会や講話を今後とも企
画・開催していきたい。

H29実績

・利用計画は前年度実績を
目指した。このうち集会室
Ｂ、実習室に関しては計画
通りとなったが、ほかの利
用が低下して全体の利用率
が下がった。

▽　利用件数等

443

17212

80

件数(件) 922

ホール

集会室Ａ

443

人数(人）

84

57

7404

件数(件)

稼働率(％)

1593

373

42

4270

42

22193 22,193

392

　適切に実施さ
れている。
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▽　印刷サービス

▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２　自主事業その他

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・コピーサービスは主に
サークル、印刷サービスは
地域住民組織の利用が多
く、利用の定着化が図られ
ている。

・センター広報は石山から
定山渓までの地域に密着し
たＰＲ効果を発揮している。
一方広報さっぽろに掲載す
る講座の情報は南区内の
広い地域からの応募につな
がっており、センター広報を
補完。ホームページや館内
掲示を含めて今後ともＰＲを
工夫していく。

▽　自主事業

▼　事務所に設置しているコピー機、印刷機を利用者
の用に供し、印刷については込み合う時期には予約
受付を行っている。料金については、実費相当額を徴
収している。

飲料水自動販売機２台のうち、１台を自主事業として設置して
いる。３０年度の販売手数料は、１３０千円と計画以上に伸び
た。また、この販売手数利用は３０周年行事の貴重な原資と
なった。

▼　センター広報は毎月発行しPRに努めた。

▼　ホームページと館内掲示の両面からリアルタイムで
空き情報の提供を行った。

▼　講座事業については、広報さっぽろ、センター広報
でのPRのほか、講座ごとの募集案内を作成し館内各所
に掲示した。
　
▼　センター広報には、住民健康診査などの札幌市の
施策にかかる情報も掲載した。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

（６）付随業務

・行政財産使用許可により、
自動販売機を設置し、利用
者に便宜を図ることができ
た。

・除雪委託や書籍、消耗品
の購入などは、地元業者を
活用することで効率的であ
る場合が多く、業務上の連
携もとりやすいと考えてい
る。

・文化祭では、高齢者福祉
施設から車イスで複数の来
場があった。
・図書室には目の不自由な
方や体の不自由な方も訪れ
ることがあり、万一に備えて
職員が安全な場所まで誘導
した。

▼　第三者委託については、市内業者への委託を基本とし、とくに
駐車場除雪については、複数の近隣地元業者の中から見積りを徴
収し選定した。

▼　スポーツ用品や文房具等消耗品は可能な限り近隣地元業者か
ら購入した。

▼　盲導犬協会への募金箱を継続して設置している。

▼　利用承認書類など印刷の外部発注は障害福祉での貢献度が
高い札幌福祉印刷に発注した。

▼　文化祭行事の際に毎年近隣のグループホームに案内を出して
いる。

　適切に実施さ
れている。

　適切に実施さ
れている。
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３　利用者の満足度

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

①一般アンケート（平成31年2月）

　来館者１００人に用紙を配布　

　回答者　９４人

②講座受講者アンケート（平成30年4月～31年3月）

　受講者　９８人に用紙を配布

　回答者９８人

③図書室利用者アンケート（平成30年11月）

　来館者50人に用紙を配布

　回答者２９人

　参加者１０５人に用紙を配布

　回答者１０５人

①一般アンケート主な結果　（平成31年2月）

（要求水準：普通以上　８０％）

　大変良い～普通　１００％　　

・施設内の清掃事業について

（要求水準：普通以上　８０％）

　大変良い～普通　１００％

②講座受講者アンケート（平成30年4月～31年3月）

・各講座の受講者満足度は、１００％

・職員対応について

結果概
要

実施方
法

▽　利用者アンケートの結果

（要求水準：普通以上　８０％）

・貸室について

大変良い～普通　１００％

（要求水準：普通以上　８０％）

・講座受講者へのアンケー
トの実施は、開設講座の計
画作成に役立った。満足
度・理解度において高い評
価をいただいた。さらに受講
者の声を反映させながらよ
り良いものを実施していきた
い。また、アンケートにより、
受講者の多くが、センター
広報や、広報さっぽろで講
座を知り申し込んでおり、今
後も各広報紙の内容の充
実に努めていきたい。

・平成３１年２月に実施した
利用者アンケートでは、
サークル、会議、開放、図
書利用者、計１００名に実施
し、９４名の回答をいただい
た。職員の対応、館内の清
掃においては高い評価をい
ただいた。その他の皆様の
ご意見として、アリーナ等の
申込方法についてわからな
い等のご意見があり、周知
を深めていきたい。

・総合的満足度について

④各種大会参加者アンケート

大変良い～普通　１００％

・今後もアンケート結果で出
た意見・要望は具体的な内
容を分析し、可能な事項か
ら検討し改善に努めていき
たい。

・各講座の受講者理解度は、１００％

　利用者の満足
度は良好であ
る。
　要求水準を定
めている全ての
項目において、
水準を10ポイント
以上超える数値
となっており、大
変評価できる。

・アンケートは毎年実施して
おり利用者の多様なニーズ
把握に努めている。
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・図書室職員の利用者への対応については、

満足が９７％。（利用していない３％）

④各種大会参加者アンケート

（平成30年10月～平成31年3月）

【対応】

【意見】

【対応】

利用者
からの意
見・要望
とその対
応

満足７９％、分からない１４％、不満０％

・施設の利用のし易さにつながる図書室の分類表示

・各種スポーツ大会の参加者１０５人から回答を得た
結果、今後も参加したいとの回答が多く寄せられた。

ホームセンターから材料を購入して、センター職員が
保護カバーを取り付け、利用者から感謝のことばをい
ただいた。

２階の階段手すりに腕をぶっけた人がいた。

・図書室の満足度について

・アンケートやご意見箱、運
営協議会等で把握した利用
者意見、要望について、施
設として有効な事柄につい
ては、経費、手法的に可能
な限り実施してきている。３
０年度は大きな意見・要望
はなかった。
・施設面や経費面で指定管
理者の裁量を超える意見、
要望については利用者の
声として南区に伝えることと
してきている。
・３０年度のアンケート結果
では、講座等の事業や、来
客対応の面では、評価をい
ただけたと考えている。

満足～どちらかと言えば満足１００％

③図書室利用者アンケート（平成30年11月）

・今後もアンケート結果で出
た意見・要望は具体的な内
容を分析し、可能な事項か
ら検討し改善に努めていき
たい。

（要求水準：どちらかといえば満足以上８０％）

事前に部屋を温めたり、電気ストーブを購入して貸し
出した。事後に全室のパネルヒーターを点検したが、
詰まりなどの異常はなかった。

冬になると、実習室が寒い。

【意見】

について
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４　収支状況

▽　収支 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

収入

自主事業による利益還元

法人税等

純利益

指定管理業務による利益還元

▽　説明

　収支状況は良
好である。
　特に、指定管理
業務における利
益還元について
は、経費削減に
よる余剰金を、利
便性向上のため
の施設修繕及び
備品・図書購入
に活用しており、
大変評価できる。

・利用料金、その他収入とも
計画より減少した。差(決算－計

画）

（千円）

▲275

・新指定管理期間の初年度
のため、ある程度支出を抑
制しながらも、利用者の利
便性や安全面を確保する利
益還元を実施することがで
きた。

33,807 33,514 ▲293

0

5,850

▲ 1,246

1,595

5,626

18

▲ 224

項目

指定管理業務収入

33,877

26,362 26,362

H３０計画 Ｈ３０決算

34,152

指定管理費

自主事業支出

345

33,275

33,155

支出 32,029

指定管理業務支出

0 0

0

120 162

31,747 ▲ 1,408

282

1,526その他

363

▲ 69

利用料金

自主事業収入

　
・３０周年コンサートは、金
管５重奏、アコーディオンと
歌、バンド演奏と３グループ
それぞれ特色ある演奏で来
場者に好評であった。

0

1,848877

1,137

▼　収入面のうち、利用料収入については、サークル員の減少によ
る部屋の縮小化等により計画より約２２万円の減、その他収入につ
いては、印刷収入の減や講座の中止が多く、計画より約１１万円の
減となった。

▼　指定管理業務による利益還元は、利用料金収入の余剰金を活
用しながら約１１４万円支出した。内訳は２３万２千円を備品の購
入、６２万２千円を施設修繕に充てた。
　　　２８年度から実施した自主事業は、計画よりも収入が確保でき
たため、その３年間の繰越金のうち２８万２千円を充てて、３０周年
記念コンサートなど楽しい事業を地域住民に還元することができ
た。

0

0

収入-支出 971

H３０決算

▼　主な利益還元は、和室のカーペットを交換、消火器・誘導灯の
更新、スクリーン、スタンドミラー等の新規購入、５カ所のトイレの照
明センサー化、給水ポンプの修繕などに要した額である。

【参考】

下記のとおり

877 1,848 971

内容
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＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持

Ⅲ　総合評価

・全体的に施設の管理運営は、これまでの経験を活かした
各種取り組みが行われ、適切に実施されていると評価でき
る。
・指定管理業務における利益還元は、利用者の利便性や安
全性の確保等の観点から、大変評価できる。
・利用者アンケートの様々な意見があるなか、改善に向けた
対応を迅速に検討し、利用しやすい施設づくりに取り組んで
いることが、利用者の高い満足度に繋がっているものと評
価できる。

▼　暴力団排除推進条例の適用についての対応はなかった。

不適

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例及びオンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適

不適適

▼　行政手続条例・オンブズマン条例への対応調査はなかった。

▼　情報公開請求はなかった。

・収支の変動要素に対応で
きるように、単年度ではなく
指定管理期間全体を見据
えた経営見通しを持ちなが
ら運営している。さらに毎
月々の収支管理と決算見
込みの精度を高めつつ、前
年度と比べ、施設整備・事
業運営ともに、より積極的に
行いつつ収支のバランスの
調整は十分できたと考えて
いる。

▼　個人情報の取り扱いについては、個人情報保護条例にのっと
り、適正な事務処理に努めた。

　▼　４期目となる指定管理期間の初年度のため、光熱水費や委託
費、人件費などを極力節約、効率化を進めて支出の抑制に努めて
きた。その結果、計画よりもある程度の収支残が見込まれ、修繕や
設備・備品の更新にも今後とも対応が可能となっている。

・３０年度は対応事例がとく
に発生しなかったが、関係
条例にそった取り扱いを業
務執行上の基本としてい
る。

総合評価

【指定管理者の自己評価】

来年度以降の重点取組事項総合評価

①地域住民が楽しめる事業として、「ふじの・ときめき・音楽まつ
り」を開催する。
②地域住民ニーズに合った講座を開催していく。
③夜間利用促進のため、個人の趣味を目的とした時間貸しの
利用を増やしていく。
④施設環境面では、できるだけ改善して利便性や快適性を高
めていく。特に玄関ドアはセンサーの老朽化や凍結により開閉
が効かない時もあり、安全面を考慮して独自で改修していくこと
も検討していく。
⑤地域の憩いの場づくり施設活用事業では、地域住民の健康
増進の場を確保するとともに、新たに子育てサロンの場として
活用できるよう検討していく。

【所管局の評価】

・利用料収入は、高齢化によるサークル員の減少により、よ
り狭い部屋を選ぶサークルが増えており、その分利用料収
入は減少してきている。
・定期講座は１４講座を実施し、スマホ講座は高齢者に喜ば
れた。
・利用者接客関係は円滑になされ、大きな要望、苦情はな
かった。部屋が寒いという利用者には事前に室内を暖かくし
たほか、電気ストーブも貸した。
・全トイレの照明にセンサーを取り付けて快適性の向上に取
り組んだ。
・地区センターは開館３０周年を迎え、予定していた記念事
業を行い、地元住民とお祝いを共有することができた。
・指定管理者として、仕様書や協定書の要求水準を確実に
管理、遂行できたと考える。

（改善を要する事項は特になし）

改善指導・指示事項
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